
第８５８回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２６年１０月２０日（月）午後２時から

場 所：県行政庁舎 １６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８５７回教育委員会会議録の承認について

４ 第８５８回教育委員会会議録署名委員の指名

５ 議 事

第１号議案 職員の人事について （総務課・教職員課）

第２号議案 県立特別支援学校学則の一部改正について （特別支援教育室）

第３号議案 宮城県立高等学校学則の一部改正について （高 校 教 育 課）

第４号議案 県立中学校学則の一部改正について （高 校 教 育 課）

第５号議案 県立学校の管理に関する規則の一部改正について （高 校 教 育 課）

６ 課長報告等

（１）平成２５年度における児童生徒の問題行動等に関する調査（宮城県分）の結果について

（義務教育課・特別支援教育室・高校教育課）

（２）平成２６年度学校の校庭等における空間放射線量測定結果について （スポーツ健康課）

７ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧について （総 務 課）

（２）平成２７年度宮城県公立高等学校入学者選抜要項について （高 校 教 育 課）

（３）平成２７年３月高等学校卒業予定者の就職内定状況について （高 校 教 育 課）

（４）全国産業教育フェア宮城大会について （高 校 教 育 課）

（５）全国生涯学習ネットワークフォーラム２０１４宮城大会の開催について （生 涯 学 習 課）

（６）宮城県美術館特別展「生誕２００年ミレー展 愛しきものたちへのまなざし」 （生 涯 学 習 課）

の開催について

８ 次回教育委員会の開催日程について

９ 閉 会 宣 言



第２号議案 

 

第２号議案 

 

県立特別支援学校学則の一部改正について 

 

 

県立特別支援学校学則（昭和４３年宮城県教育委員会規則第６号）の一部を別紙

のとおり改正する。 

 

平成２６年１０月２０日提出 

 

 

宮城県教育委員会教育長  髙 橋   仁 
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（別紙） 

県立特別支援学校学則の一部改正の概要について 

 

１ 改正の趣旨 

平成２７年度県立特別支援学校高等部の入学希望者数等を勘案し，収容定員を変更するもの。 

 

２  改正内容                                             （単位：人） 

 

学  校  名 学   科 

収   容   定   員  

増減 改  正  前 改  正  後 

第１学年 第２学年 第３学年 計 第１学年 第２学年 第３学年 計 

１ 光明支援学校 普 通 科 ５６ ６７ ５４ １７７ ６０ ５６ ６７ １８３ ６ 

２ 小松島支援学校 普 通 科 ３５ ３０ ３０  ９５ ３２ ３５ ３０  ９7 ２ 

３ 西多賀支援学校 普 通 科 １４ １１ １１  ３６ １１ １４ １１  ３６ ― 

４ 石巻支援学校 普 通 科 ４４ ３５ ２７ １０６ ４６ ４４ ３５ １２５ １９ 

５ 気仙沼支援学校 普 通 科 １９ ２７ ３０  ７６ ２２ １９ ２７  ６８ △８ 

６ 名取支援学校 普 通 科 ４１ ４１ ５０ １３２ ３８ ４１ ４１ １２０ △１２ 

７ 迫支援学校 普 通 科 ２２ ３２ ２７  ８１ ２７ ２２ ３２  ８１ ― 

８ 金成支援学校 普 通 科 ２２ ２２ ２３  ６７ ２４ ２２ ２２  ６８ １ 

９ 古川支援学校 普 通 科 ２７ ２７ ３１  ８５ ３５ ２７ ２７  ８９ ４ 

１０ 船岡支援学校 普 通 科 ２０ ２０ １９  ５９ ２０ ２０ ２０  ６０ １ 

１１ 山元支援学校 普 通 科 １４ １４ ２２  ５０ ２２ １４ １４  ５０ ― 

１２ 利府支援学校 普 通 科 ３８ ３８ ４６ １２２ ４３ ３８ ３８ １１９ △３ 

１３ 岩沼高等学園 産業技術科 ４８ ４０ ４０ １２８ ４０ ４８ ４０ １２８ ― 

１４ 小牛田高等学園 普 通 科 １６ １６ １６  ４８ ２４ １６ １６  ５６ ８ 

 
収容定員を変更しない３校の計 

（視覚・聴覚・角田） 
７８ ７８ ７８ ２３４ ７８ ７８ ７８ ２３４ ― 

 合         計 ４９４ ４９８ ５０４ １,４９６ ５２２ ４９４ ４９８ １,５１４ １８ 

 

３ 施行期日 

 平成２７年４月１日 

第２号議案 説明資料 
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県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
（
昭
和
四
十
三
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

「

別
表
第
三
第
二
号
の
表
宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校
の
項
中

五
六

六
七

五
四

を

六
○

五
六

六
七

に
改

」

」

「

「

め
、
同
表
宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校
の
項
中

三
五

三
○

三
○

を

三
二

三
五

三
○

に
改
め
、
同
表
宮
城

」

」

「

「

県
立
西
多
賀
支
援
学
校
の
項
中

一
四

一
一

一
一

を

一
一

一
四

一
一

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
石
巻
支
援

」

」

「

「

学
校
の
項
中

四
四

三
五

二
七

を

四
六

四
四

三
五

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

一
九

二
七

三
○

を

二
二

一
九

二
七

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

四
一

四
一

五
○

を

三
八

四
一

四
一

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
迫
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

二
二

三
二

二
七

を

二
七

二
二

三
二

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

二
二

二
二

二
三

を

二
四

二
二

二
二

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校
の
項
中

」

」
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「

「

二
七

二
七

三
一

を

三
五

二
七

二
七

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
船
岡
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

二
○

二
○

一
九

を

二
○

二
○

二
○

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

一
四

一
四

二
二

を

二
二

一
四

一
四

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

三
八

三
八

四
六

を

四
三

三
八

三
八

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高
等
学
園
の
項
中

」

」

「

「

四
八

四
○

四
○

を

四
○

四
八

四
○

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
支
援
学
校
小
牛
田
高
等
学
園
の
項
中

」

」

「

「

一
六

一
六

一
六

を

二
四

一
六

一
六

に
改
め
る
。

」

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
（
昭
和
四
十
三
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
新
旧
対
照
表

改

正

後

改

正

前

第
一
条
～
第
十
七
条

（
略
）

第
一
条
～
第
十
七
条

（
略
）

別
表
第
一
（
第
一
条
の
二
関
係
）
（
略
）

別
表
第
一
（
第
一
条
の
二
関
係
）
（
略
）

別
表
第
二
（
第
二
条
関
係
）

（
略
）

別
表
第
二
（
第
二
条
関
係
）

（
略
）

別
表
第
三
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
三
（
第
二
条
関
係
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

高
等
部

二

高
等
部

収

容

定

員

収

容

定

員

学

校

名

学

科

修
業

学

校

名

学

科

修
業

年
限

第
一

第
二

第
三

年
限

第
一

第
二

第
三

学
年

学
年

学
年

学
年

学
年

学
年

普

通

科

三
年

一
一

一
一

一
一

普

通

科

三
年

一
一

一
一

一
一

宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

保
健
理
療
科

三
年

八

八

八

保
健
理
療
科

三
年

八

八

八

産
業
工
芸
科

三
年

八

八

八

産
業
工
芸
科

三
年

八

八

八

機
械
シ
ス
テ

機
械
シ
ス
テ

三
年

八

八

八

三
年

八

八

八

ム
科

ム
科

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校

被

服

科

三
年

八

八

八

被

服

科

三
年

八

八

八

理

容

科

三
年

八

八

八

理

容

科

三
年

八

八

八

宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校

普

通

科

三
年

六
○

五
六

六
七

宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校

普

通

科

三
年

五
六

六
七

五
四
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改

正

後

改

正

前

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
二

三
五

三
○

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
五

三
○

三
○

宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校

普

通

科

三
年

一
一

一
四

一
一

宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校

普

通

科

三
年

一
四

一
一

一
一

宮
城
県
立
石
巻
支
援
学
校

普

通

科

三
年

四
六

四
四

三
五

宮
城
県
立
石
巻
支
援
学
校

普

通

科

三
年

四
四

三
五

二
七

宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
二

一
九

二
七

宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校

普

通

科

三
年

一
九

二
七

三
○

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
八

四
一

四
一

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校

普

通

科

三
年

四
一

四
一

五
○

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
七

二
七

二
七

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
七

二
七

二
七

宮
城
県
立
迫
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
七

二
二

三
二

宮
城
県
立
迫
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
二

三
二

二
七

宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
四

二
二

二
二

宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
二

二
二

二
三

宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
五

二
七

二
七

宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
七

二
七

三
一

宮
城
県
立
船
岡
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
○

二
○

二
○

宮
城
県
立
船
岡
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
○

二
○

一
九

宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
二

一
四

一
四

宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校

普

通

科

三
年

一
四

一
四

二
二
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改

正

後

改

正

前

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

普

通

科

三
年

四
三

三
八

三
八

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
八

三
八

四
六

宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高

宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高

産
業
技
術
科

三
年

四
○

四
八

四
○

産
業
技
術
科

三
年

四
八

四
○

四
○

等
学
園

等
学
園

宮
城
県
立
支
援
学
校
小
牛
田

宮
城
県
立
支
援
学
校
小
牛
田

普

通

科

三
年

二
四

一
六

一
六

普

通

科

三
年

一
六

一
六

一
六

高
等
学
園

高
等
学
園

三

（
略
）

三

（
略
）

第
一
号
様
式
～
第
六
号
様
式

（
略
）

第
一
号
様
式
～
第
六
号
様
式

（
略
）
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第３号議案

第３号議案

宮城県立高等学校学則の一部改正について

宮城県立高等学校学則（昭和２５年宮城県教育委員会規則第３３号）の一部を別

紙のとおり改正する。

平成２６年１０月２０日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁
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（別紙） 

宮城県立高等学校学則の一部改正の概要について 

１ 改正の趣旨 

 「平成２７年度県立高等学校組織編制計画」の実施及び「平成２６年度県立高等学校組織

編制計画」の学年進行に係る所要の改正を行うもの。 

２ 改正の概要 

(1)平成２７年度県立高等学校組織編制計画関係 

学年制による全日制の課程 （別表第１（第１条関係）） 

【再編統合】 

 

【学級減】 

学校名 学科名 第１学年の収容定員 

角田高等学校 普通科 1学級40人減 5学級(200人)→4学級(160人) 

 

(2)平成２６年度県立高等学校組織編制計画関係 

  イ 学年制による全日制の課程 （別表第１（第１条関係）） 

【学級減】 

学校名 学科名 第２学年の収容定員 

気仙沼高等学校 普通科 1学級40人減 7学級(280人)→6学級(240人) 

築館高等学校 普通科 1学級40人減 5学級(200人)→4学級(160人) 

【学科改編】 

学校名 学科名 第２学年の収容定員 

松島高等学校 普通科 2学級80人減 5学級(200人)→3学級(120人) 

観光科 2学級80人増 観光科の新設 

水産高等学校 海洋総合科 1学級40人増 3学級(120人)→4学級(160人) 

情報科学科 1学級40人減 募集停止 

【学科名称変更】 

学校名 学科名 第２学年の収容定員 

石巻工業高等学校 
機械制御科 2学級80人減 「機械制御科」から 

「機械科」へ名称変更 機 械 科 2学級80人増 

 

ロ 学年制による定時制の課程（別表第２（第１条関係）） 

【学級減】 

   学校名 学科名 第２学年の収容定員 

大河原商業高等学校 普通科 1学級40人減 2学級(80人) → 1学級(40人) 

 

３ 施行期日 

   平成２７年４月１日 

平成２６年度 平成２７年度

学校名 学科名
各学年の

収容定員
計 学校名 学科名

第１学年

収容定員

第２学年

収容定員

第３学年

収容定員
計

普通科 1学級40人 農業科 1学級40人 － －
農業技術科 1学級40人 機械科 1学級40人 － －
普通科 1学級40人 電気科 1学級40人 － －
園芸ビジネス科 1学級40人 情報技術科 1学級40人 1学級40人 1学級40人
機械システム科 1学級40人 商業科 1学級40人 － －
電気システム科 1学級40人 福祉科 1学級40人 － －
情報技術科 1学級40人 普通科 － 2学級80人 2学級80人

農業技術科 － 1学級40人 1学級40人
普通科 3学級120人 園芸ビジネス科 － 1学級40人 1学級40人
商業科 1学級40人 機械システム科 － 1学級40人 1学級40人

電気システム科 － 1学級40人 1学級40人

普通科 3学級120人 3学級120人 3学級120人
商業科 － 1学級40人 1学級40人

上　　沼
高等学校
米　　山
高等学校
米谷工業
高等学校

登　　米
高等学校

登　　米
高等学校

440人

800人

登　　米
総合産業
高等学校

240人

240人

360人

480人

第３号議案 説明資料 
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宮
城
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

宮
城
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
二
十
五
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

「

「

別
表
第
一
第
一
号
の
表
宮
城
県
水
産
高
等
学
校
の
項
中

一
六
〇

一
二
〇

を

一
六
〇

一
六
〇

に
改
め
、

四
〇

」

」

「

「

同
表
宮
城
県
石
巻
工
業
高
等
学
校
の
項
中

八
〇

八
〇

を

八
〇

に
改
め
、
同
表

八
〇

八
〇

八
〇

」

」

「

「

宮
城
県
気
仙
沼
高
等
学
校
の
項
中

二
四
〇

二
八
〇

を

二
四
〇

二
四
〇

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
角
田
高
等
学
校
の
項

」

」

「

「

中

二
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

を

一
六
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
登
米
高
等
学
校
の
項
中

」

」

「

「

四
〇

四
〇

四
〇

を

四
〇

四
〇

に
改
め
、
同
表
中

」

」

-19-



宮

城

県

上

沼

普

通

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

高

等

学

校

農
業
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

宮

城

県

米

山

普

通

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

高

等

学

校

園
芸
ビ
ジ
ネ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

ス
科

を

機
械
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

宮
城
県
米
谷
工
業

ム
科

高

等

学

校

電
気
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

ム
科

情
報
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

」

「

普

通

科

三
年

男
女

八
〇

八
〇

農
業
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

園
芸
ビ
ジ
ネ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

ス
科

農

業

科

三
年

男
女

四
〇

機
械
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

宮
城
県
登
米
総
合

ム
科

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
築
館
高
等
学
校
の
項
中

産
業
高
等
学
校

機

械

科

三
年

男
女

四
〇

電
気
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

ム
科

電

気

科

三
年

男
女

四
〇

情
報
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

商

業

科

三
年

男
女

四
〇

福

祉

科

三
年

男
女

四
〇

」
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「

「

一
六
〇

二
〇
〇

を

一
六
〇

一
六
〇

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
松
島
高
等
学
校
の
項
中

」

」

「

「

一
二
〇

二
〇
〇

を

一
二
〇

一
二
〇

に
改
め
る
。

八
〇

八
〇

八
〇

」

」「

「

別
表
第
二
第
一
号
の
表
宮
城
県
大
河
原
商
業
高
等
学
校
の
項
中

四
〇

八
〇

を

四
〇

四
〇

に
改
め
る
。

」

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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宮
城
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
二
十
五
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
三
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

後

改

正

前

第
一
条
～
第
三
十
条

（

略

）

第
一
条
～
第
三
十
条

（

略

）

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

一

学
年
制
に
よ
る
全
日
制
の
課
程

一

学
年
制
に
よ
る
全
日
制
の
課
程

収

容

定

員

収

容

定

員

学

校

名

学

科

修
業

男
女

学

校

名

学

科

修
業

男
女

年
限

の
別

第

一

第

二

第

三

年
限

の
別

第

一

第

二

第

三

学

年

学

年

学

年

学

年

学

年

学

年

（

略

）

（

略

）

宮

城

県

水

産

海
洋
総
合
科

三
年

男
女

一
六
〇

一
六
〇

一
二
〇

宮

城

県

水

産

海
洋
総
合
科

三
年

男
女

一
六
〇

一
二
〇

一
二
〇

高

等

学

校

情
報
科
学
科

三
年

男
女

四
〇

高

等

学

校

情
報
科
学
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

機
械
制
御
科

三
年

男
女

八
〇

機
械
制
御
科

三
年

男
女

八
〇

八
〇

機

械

科

三
年

男
女

八
〇

八
〇

機

械

科

三
年

男
女

八
〇

宮
城
県
石
巻
工
業

電
気
情
報
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

宮
城
県
石
巻
工
業

電
気
情
報
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

高

等

学

校

化
学
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

高

等

学

校

化
学
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

土
木
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

土
木
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

ム
科

ム
科

建

築

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

建

築

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇
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（

略

）

（

略

）

宮
城
県
気
仙
沼

普

通

科

三
年

男
女

二
四
〇

二
四
〇

二
八
〇

宮
城
県
気
仙
沼

普

通

科

三
年

男
女

二
四
〇

二
八
〇

二
八
〇

高

等

学

校

高

等

学

校

（

略

）

（

略

）

宮

城

県

角

田

普

通

科

三
年

男
女

一
六
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

宮

城

県

角

田

普

通

科

三
年

男
女

二
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

高

等

学

校

高

等

学

校

（

略

）

（

略

）

宮

城

県

登

米

普

通

科

三
年

男
女

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

宮

城

県

登

米

普

通

科

三
年

男
女

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

高

等

学

校

商

業

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

高

等

学

校

商

業

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

普

通

科

三
年

男
女

八
〇

八
〇

宮

城

県

上

沼

普

通

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

農
業
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

高

等

学

校

農
業
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

園
芸
ビ
ジ
ネ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

ス
科

宮

城

県

米

山

普

通

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

農

業

科

三
年

男
女

四
〇

高

等

学

校

園
芸
ビ
ジ
ネ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

機
械
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

ス
科

宮
城
県
登
米
総
合

ム
科

産
業
高
等
学
校

機

械

科

三
年

男
女

四
〇

機
械
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

電
気
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

宮
城
県
米
谷
工
業

ム
科

ム
科

高

等

学

校

電
気
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

電

気

科

三
年

男
女

四
〇

ム
科

情
報
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

情
報
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

商

業

科

三
年

男
女

四
〇

福

祉

科

三
年

男
女

四
〇
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（

略

）

（

略

）

宮

城

県

築

館

普

通

科

三
年

男
女

一
六
〇

一
六
〇

二
〇
〇

宮

城

県

築

館

普

通

科

三
年

男
女

一
六
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

高

等

学

校

高

等

学

校

（

略

）

（

略

）

宮

城

県

松

島

普

通

科

三
年

男
女

一
二
〇

一
二
〇

二
〇
〇

宮

城

県

松

島

普

通

科

三
年

男
女

一
二
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

高

等

学

校

観

光

科

三
年

男
女

八
〇

八
〇

高

等

学

校

観

光

科

三
年

男
女

八
〇

（

略

）

（

略

）

二

単
位
制
に
よ
る
全
日
制
の
課
程

（

略

）

二

単
位
制
に
よ
る
全
日
制
の
課
程

（

略

）

別
表
第
二
（
第
一
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
一
条
関
係
）

一

学
年
制
に
よ
る
定
時
制
の
課
程

一

学
年
制
に
よ
る
定
時
制
の
課
程

収

容

定

員

収

容

定

員

学

校

名

学

科

修
業

昼
夜

男
女

学

校

名

学

科

修
業

昼
夜

男
女

年
限

の
別

の
別

第
一

第
二

第
三

第
四

年
限

の
別

の
別

第
一

第
二

第
三

第
四

学
年

学
年

学
年

学
年

学
年

学
年

学
年

学
年

（

略

）

（

略

）

宮
城
県
大
河
原

普
通
科

四
年

夜

男
女

四
〇

四
〇

八
〇

八
〇

宮
城
県
大
河
原

普
通
科

四
年

夜

男
女

四
〇

八
〇

八
〇

八
〇

商
業
高
等
学
校

商
業
高
等
学
校

-24-



二

単
位
制
に
よ
る
定
時
制
の
課
程

（

略

）

二

単
位
制
に
よ
る
定
時
制
の
課
程

（

略

）

別
表
第
三
（
第
一
条
関
係
）

（

略

）

別
表
第
三
（
第
一
条
関
係
）

（

略

）

別
表
第
四
（
第
一
条
関
係
）

（

略

）

別
表
第
四
（
第
一
条
関
係
）

（

略

）

別
記
第
一
号
様
式
～
別
記
第
四
号
様
式

（

略

）

別
記
第
一
号
様
式
～
別
記
第
四
号
様
式

（

略

）
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第４号議案

第４号議案

県立中学校学則の一部改正について

県立中学校学則（平成１６年宮城県教育委員会規則第１１号）の一部を別紙のと

おり改正する。

平成２６年１０月２０日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁
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県
立
中
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

県
立
中
学
校
学
則
（
平
成
十
六
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

「

別
表
宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
の
項
中

八
〇

を

一
〇
五

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
古
川
黎
明
中
学
校
の
項

」

「

「

中

八
〇

を

一
〇
五

に
改
め
る
。

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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県
立
中
学
校
学
則
（
平
成
十
六
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

後

改

正

前

第
一
条
～
第
十
四
条

（

略

）

第
一
条
～
第
十
四
条

（

略

）

別
表
（
第
二
条
関
係
）

別
表
（
第
二
条
関
係
）

修
業

収

容

定

員

修
業

収

容

定

員

学

校

名

年
限

学

校

名

年
限

第
一
学
年

第
二
学
年

第
三
学
年

第
一
学
年

第
二
学
年

第
三
学
年

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学

三
年

一
〇
五

一
〇
五

一
〇
五

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学

三
年

一
〇
五

一
〇
五

八
〇

校

校

宮
城
県
古
川
黎
明
中
学

三
年

一
〇
五

一
〇
五

一
〇
五

宮
城
県
古
川
黎
明
中
学

三
年

一
〇
五

一
〇
五

八
〇

校

校
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第５号議案

第５号議案

県立学校の管理に関する規則の一部改正について

県立学校の管理に関する規則（昭和３２年宮城県教育委員会規則第９号）の一部

を別紙のとおり改正する。

平成２６年１０月２０日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁
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県
立
学
校
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

県
立
学
校
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
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二
中
「
南
三
陸
町
立
戸
倉
中
学
校
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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第
九
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新
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改
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正
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～
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（
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）
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一
条
～
第
三
十
七
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（

略

）

別
表
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一
（
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八
条
の
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関
係
）

（

略

）
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一
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係
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係
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三
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係
）
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学
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名
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型
中
学
校
名

連
携
型
高
等
学
校
名

連
携
型
中
学
校
名

宮
城
県
志
津
川
高
等
学
校

南
三
陸
町
立
志
津
川
中
学
校

宮
城
県
志
津
川
高
等
学
校

南
三
陸
町
立
志
津
川
中
学
校

南
三
陸
町
立
戸
倉
中
学
校

南
三
陸
町
立
歌
津
中
学
校

南
三
陸
町
立
歌
津
中
学
校
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課長報告（１） 

  

 

 

平成２５年度における児童生徒の問題行動等に関する調査（宮城県分）の結果について 
◇文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」による〔平成26年10月16日公表〕 

 

１ 調査の趣旨 

児童生徒の問題行動等について，全国の状況を調査・分析することにより，教育現場における生徒指

導上の取組のより一層の充実に資するとともに，児童生徒の問題行動の未然防止，早期発見・早期対応

に繋げていくものとする。 

 

２ 調査対象期間 

 平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日 

 

３ 調査対象（平成２５年５月１日現在） 

○ 仙台市を含む国公私立小・中学校・高等学校及び中等教育学校，特別支援学校在籍児童生徒 

○ 小学校419校(児童数122,447人) 

○ 中学校218校(生徒数65,401人) 

○ 高等学校103校(生徒数63,515人) 

○ 特別支援学校21校(児童・生徒数2,103人) 

◎ 高等学校の「暴力行為」「いじめ」「中途退学」については，今回から新たに通信制課程も調査対

象になっている。 

 

４ 調査結果の概要  

（１） 暴力行為 

 中学校の暴力行為の増加は，内陸部の一部中学校における器物損壊の増加が影響している。一方， 

小学校では，対教師暴力，生徒間暴力，対人暴力のいずれもが減少している。 

① 暴力行為発生件数 

○ 小学校における暴力行為の発生件数は90件で，前年度より33件減少した。 

○ 中学校における暴力行為の発生件数は821件で，前年度より117件増加した。 

○ 高等学校における暴力行為の発生件数は173件（通信制課程は0件）で，前年度より1件増加した。 

 

② 暴力行為発生学校数 

○ 小学校43校（14校減少），中学校143校（14校減少），高等学校66校（8校減少）である。 

※カッコ内は昨年度との比較。以下同じ。 

③ 形態別発生状況 

 

校種 

 

種別 

小学校（件） 中学校（件） 高等学校（件） 

発生件数 前年度 

比較 

発生件数 前年度 

比較 

発生件数 前年度 

比較 H25 H24 H25 H24 H25 H24 

対教師暴力 15 20 -5 80 79 +1 12 9 +3 

生徒間暴力 38 70 -32 432 421 +11 99 124 -25 

対 人 暴 力 1 3 -2 12 25 -13 9 3 +6 

器 物 損 壊 36 30 +6 297 179 +118 53 36 +17 

計 90 123 -33 821 704 +117 173 172 +1 

 

④ 加害児童生徒数 

○ 小学校81人（78人減少），中学校703人（93人減少），高等学校193人（34人減少）である。 
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（２） いじめ 

いじめ認知件数の増加は，各種研修をとおして教職員のいじめに対する意識が向上したことや複

数回のアンケート調査の実施，日常のきめ細かな観察等によって，軽微ないじめも積極的に取り上

げて対応してきたことによる。 

① いじめ認知件数 

○ 小学校におけるいじめの認知件数は14,535件で，前年度より6,158件増加した。 

○ 中学校におけるいじめの認知件数は2,741件で，前年度より757件増加した。 

○ 高等学校におけるいじめの認知件数は340件（通信制課程は0件）で，前年度より15件増加した。 

○ 特別支援学校におけるいじめの認知件数は8件で，前年度より5件減少した。 

○ いじめの解消率は小学校99.4％(全国98.2％)，中学校95.6％(全国96.4％)，高等学校93.5％(全国

95.6％)，特別支援学校75.0％(全国96.8％)である。 

 

② いじめの認知校数 

○ 小学校241校（15校減少），中学校162校（10校減少），高等学校63校（14校減少），特別支援学校

2校（3校減少）である。 

 

③ いじめの態様 

○ 小・中・高等・特別支援学校ともに，いじめの態様で一番多いのは「冷やかしやからかい等」で，

小学校で約47％，中学校で約70％，高等学校で55％，特別支援学校で約38％となっており，２番目に

多いのは，小・中学校，特別支援学校で「軽くぶつかられたり，叩かれたり等」で，小学校で約32

％，中学校で約25％，特別支援学校で25％であり，高等学校では「仲間はずれ，集団による無視」で

約22％となっている。 

○ 「パソコンや携帯電話等で誹謗中傷等」が中学校で４番目，高等学校では３番目に多くなっている。 

 
 

（小学校） 

        

        

        

        

        

 種    別 認知件数(件) 割合(％) 

1 冷やかしやからかい等 6,878 47.3 

2 軽くぶつかられたり，叩かれたり等 4,688 32.3 

3 仲間はずれ，集団による無視 4,034 27.8 

4 金品をかくされたり壊されたり等 2,203 15.2 

5 嫌なことや恥ずかしいこと等 1,658 11.4 

                                                                   （複数回答・上位５件）  
 

（中学校） 

        

        

        

        

        

 種        別 認知件数(件) 割合(％) 

1 冷やかしやからかい等 1,906 69.5 

2 軽くぶつかられたり，叩かれたり等 675 24.6 

3 仲間はずれ，集団による無視 645 23.5 

4 パソコンや携帯電話等で誹謗中傷等 202 7.4 

5 ひどくぶつかられたり，叩かれたり等 154 5.6 

                                                                   （複数回答・上位５件）  
 

（高等学校） 

 

 

 

 

 

 種        別 認知件数(件) 割合(％) 

1 冷やかしやからかい等 187 55.0 

2 仲間はずれ，集団による無視 75 22.1 

3 パソコンや携帯電話等で誹謗中傷等 55 16.2 

4 軽くぶつかられたり，叩かれたり等 39 11.5 

5 ひどくぶつかられたり，叩かれたり等 28 8.2 

                                                                   （複数回答・上位５件）  
 

（特別支援学校） 

        

             

        

 種    別 認知件数(件) 割合(％) 

1 冷やかしやからかい等 3 37.5 

2 軽くぶつかられたり，叩かれたり等 2 25.0 

2 嫌なことや恥ずかしいこと等 2 25.0 

（複数回答・上位３件） 
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（３） 不登校 

高等学校の不登校生徒数は減少しているが，小学校・中学校の不登校児童生徒数はやや増加して

いる。しかし，小・中・高等学校ともに再登校率は全国値を上回っている。 

① 不登校児童生徒数  

○ 小学校における不登校児童数は490人（出現率0.40％）で，前年度より35人増加した。 

○ 中学校における不登校生徒数は2,070人（出現率3.17％）で，前年度より14人増加した。 

○ 高等学校における不登校生徒数は1,404人（出現率2.27％）で，前年度より59人減少した。 

○ 再登校率は小学校39.3％（全国32.9％），中学校32.0％（全国29.8％），高等学校37.8％（全国

34.2％）である。 
 

② 不登校児童生徒在籍校数 

○ 小学校190校（3校増加），中学校180校（29校減少），高等学校98校（１校減少） 
 

③ 不登校のきっかけ 

○ 小学校においては「不安など情緒的混乱」が最も多く，次いで「親子関係をめぐる問題」，中学

校においては「無気力」が最も多く，次いで「いじめを除く友人関係をめぐる問題」，高等学校で

は「無気力」が最も多く，次いで「不安など情緒的混乱」となっている。 
 

（小学校）  不登校のきっかけと考えられる状況 割合(％) 

1 不安など情緒的混乱 18.1 

2 親子関係をめぐる問題 15.5 

3 無気力 11.7 

4 いじめを除く友人関係をめぐる問題 10.0 

5 家庭の生活環境の急激な変化 8.7 

 いじめ 1.3 

                                                                   （複数回答・上位５件）  
 

（中学校） 

  

  

 

 

 

 

 不登校のきっかけと考えられる状況 割合(％) 

1 無気力 17.5 

2 いじめを除く友人関係をめぐる問題 16.2 

3 不安など情緒的混乱 11.3 

4 学業の不振 9.2 

5 親子関係をめぐる問題 8.1 

 いじめ 1.7 

                                                                   （複数回答・上位５件）  
 

（高等学校） 

  

  

 

 

 

 

 不登校のきっかけと考えられる状況 割合(％) 

1 無気力 26.1 

2 不安など情緒的混乱 17.9 

3 いじめを除く友人関係をめぐる問題 10.8 

4 病気による欠席 8.7 

5 あそび・非行 7.4 

 いじめ 0.3 

                                                                   （複数回答・上位５件）  

（４）高等学校中途退学 

    高等学校の中途退学者数は，通信制課程も調査対象となったため，全国と同様に増加した。 

① 中途退学者数 

○ 高等学校の中途退学者数は1,242人で，30人増加した。 

○ 通信制課程を除いた中途退学者数は1,078人で，134人減少した。 

② 中途退学率 

○ 中途退学率は2.0％で，0.1ポイント増加した。 

○ 通信制課程を除いた中途退学率は1.7％で，0.2ポイント減少した。 
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③ 中途退学の事由 

○「学校生活・学業不適応」を事由とした中途退学者の割合は39.4％で前年度より3.3ポイント減少。 

○「進路変更」を事由とした中途退学者の割合は，28.6％で前年度より0.2ポイント増加。 

 

５ 県教委としての対応 
今回の調査結果については，震災後３年目の小・中・高等学校，特別支援学校等の問題行動等の状況

を示すものである。小学校の暴力行為，高等学校の不登校は減少したものの，全体的には暴力行為・い

じめ・不登校ともに増加している。 

これらの問題については，東日本大震災以前からの課題であったが，更に大きな課題として解決に向

けて全力で取り組まなければならない。全ての児童生徒が「行きたくなる学校」づくりを目指し，以下

の取組を進めていく。 

①「志教育」の推進と授業の充実 

② 問題行動等の未然防止・早期発見・早期対応に向けた組織体制の一層の整備 

③ 特に問題を抱えた学校への県教委からの積極的な支援 

 

　
問題行動等への対応

学校の指導体制の充実
問題行動等の未然防止，
早期発見，早期対応

学校と関係機関との連携
強化

登校支援ネットワーク事業

＊不登校の児童生徒の再登校に効果的な訪

問指導ができる事業で構成

○県に｢登校支援ネットワーク推進協議会｣設

置

○各教育事務所等に｢地域ネットワークセン
ター｣設置

○退職教員や相談活動経験者等訪問指導員
を配置

○不登校児童生徒及び保護者を対象に訪問

指導(相談及び学習支援)

総合教育相談

児童生徒及び保護者等が抱えるいじめ，
不登校等の問題に関する教育相談
○総合教育センターで臨床心理士等
が行う面談・電話による教育相談

○いじめ電話相談

教育相談充実事業

スクールカウンセラーの配置 ○不登校児童生徒保護者対象相談会・懇談会

○児童生徒等及び保護者からの相談対応及 での講話，教育相談の実施
び教員への指導助言 ○緊急対応，心のケアを要する学校でのカウン

○校内教育相談体制の充実及び教員の資質 セリングの実施
能力の向上への助言

○スクールカウンセラーを公立全中学校及び 適応指導教室のボランティア派遣

全市町村に広域カウンセラーとして配置 ○適応指導教室へのけやきフレンドの派遣

○要請のあった学校への緊急派遣 ○適応指導教室 県内８箇所で運営

教育事務所専門カウンセラーの配置 学校教育活動復旧支援員の配置
○教育事務所（地域事務所）管内の児童生徒

等、保護者及び教職員へのカウンセリング

や助言（各教育事務所等に配置）

ネット被害未然防止対策

○講演会の開催とフィルタリング機能の普
及促進，情報モラルの啓発

○県教委主体による裏サイト監視と効果的
な監視体制の調査研究

生徒指導体制強化事業

○いじめ問題対策連絡協議会の設置
○学校警察連絡協議会の設置
○児童生徒を支援するサポーター・アドバ
イザーの配置

○問題が深刻化した場合の支援チーム派
遣

高等学校スクールカウンセラー
の配置

○不登校や中退，問題行動等の対応や，
生徒の精神的な安定を図る支援を行う
ため，県立高等学校に専門カウンセラー
を配置

○生徒，保護者，教職員に対する計画的，

継続的なカウンセリング

○教育相談に関する教職員への助言・援
助

①問題を抱える子ども等の自立支援

事業

②在学青少年育成員の配置

各教育事務所（地域事務所）に配置

③ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ活用事業

みやぎアドベンチャープログラム
（MAP)事業

○児童生徒の豊かな人間関係の構築に向
け，みやぎアドベンチャープログラム
（MAP）を展開するための指導者の養
成や研修，事例研究等を行う。また，心
の復興支援プログラム推進事業として，
震災後の児童生徒の心の復興を図るこ
とができるよう，MAPの手法を取り入れた
集団活動を実施する。

生徒指導支援事業

児童生徒の問題行動等で課題を抱えて
いる学校に対し教員等を配置することに
より，問題行動等の未然防止，早期発
見・早期解決を図る。
○対策推進校の指定
○問題行動等対策推進協議会の設置

○教員等の配置

○生徒指導アドバイザーの派遣

小・中・高等学校・特別支援学校
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平成２６年度学校の校庭等における空間放射線量測定結果について 

 

 

 東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故に伴って放出された放射性物質による県内の

学校等への影響について，平成２５年度までの測定により，０．２３μ㏜/h 以上の施設がなく

なったことを確認した。今回，その後の状況を確認するため，市町村及び学校等に測定の協力を

依頼し，その結果を取りまとめたところ，概要は下記のとおりであった。 

  

記 

１ 測 定 期 間  概ね平成２６年７月から８月までの間 

 

２ 測 定 施 設  県内市町村内の小・中学校，高等学校，幼稚園及び保育所等のうち，測定

への協力が得られた１，５３２施設。 

          ＜内訳＞      測定実施施設数※     １，５３２施設 

                     うち 小学校       ３９２施設 

                        中学校       ２０４施設 

                       高等学校        ９２施設 

                     特別支援学校        ２４施設 

                     中等教育学校         ２施設 

                        幼稚園       １９４施設 

                       保育所等       ６１４施設 

                        その他        １０施設 
                      ※小・中学校等で校庭を共有している場合は共有先の施設で測定したものとみなして施設数を算出 

 

３ 測 定 方 法  小学校，幼稚園，保育所及び特別支援学校は地上高０．５ｍ 

                  それ以外は地上高１ｍ 

         原則として校庭・園庭における５地点の平均 

 

４ 測 定 機 器  県が各市町村に配備した放射線測定機器（NaIシンチレーション式サーベイ

メータ及び簡易型放射線測定器）のほか，各市町村や施設で独自に整備した

測定機器。 

 

５ 結果の概要   0.23μ㏜/h※以上の施設はみられなかった。 

最大値は0.17μ㏜/hであり，平均値は0.06μ㏜/hであった。 

詳細は裏面のとおり。 
※0.23μ㏜/h：年間の追加被ばく線量１m㏜に相当する空間放射線量率。除染を実施する目安値

 
課長報告(２) 
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結      果 
 

（１）測定結果    

① 昨年度に引き続き，0.23μ㏜/h以上を記録した施設はみられなかった。 

 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

0.23μ㏜/h以上を

記録した施設数 

164施設 

（10.1％） 

29施設 

（1.8％） 

０施設 

（０％） 

０施設 

（０％） 

 

  ② 最大値は 0.17μ㏜/hであり，平均値は 0.06μ㏜/hであった。セシウム 134及

びセシウム 137 の物理的減衰及びウェザリング効果※などにより，昨年度と比較

してやや低下した。 
※ウェザリング効果：風雨などの自然要因による減衰 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 空間放射線量率の推移 

 

（２）その他  

・市町村ごとの平均値等は別紙のとおり 

・各学校等の測定結果の詳細は「放射能情報サイトみやぎ」で公表 

・ＷＥＢ公表のＵＲＬ（http://www.r-info-miyagi.jp/r-info/school/） 
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教
育
庁
関
連
情
報
一
覧
（
平
成
２
６
年
９
月
９
日
～
平
成
２
６
年
１
０
月
１
９
日
）
 

N
O

. 
概
 
 
 
要

 

１
 

 ○
第
９
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
で
宮
城
県
選
手
が
入
賞
者

 

第
９
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
に
出
場
し
，
入
賞
等
を
果
た
し
た
７
名
の
選
手
と
そ
の
関
係
者
が
，

そ
の
報
告
の
た
め
９
月
９
日
（
火
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。
本
競
技
大
会
は
，
企
業
等
に
ま
だ
就
業
し
て
い

な
い
２
０
歳
以
下
の
若
年
者
を
対
象
に
更
な
る
技
能
向
上
に
よ
り
就
業
促
進
を
図
り
，
若
年
技
能
者
の
裾
野
の

拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

 

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
９
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
（
同
時
開
催
：
技
能
五
輪
全
国
大
会
「
旋
盤
」
職
種
選
手
選
考
会
）

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
７
月
２
７
日
（
日
）
～
３
１
日
（
木
）
＜
も
の
づ
く
り
：
２
７
日
～
２
９
日
，
技
能
五
輪
３
０
日
～
３
１
日
＞

 

会
 
場
 
山
形
市
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ
 
ほ
か
３
会
場

 

結
 
果
 
フ
ラ
イ
ス
盤
 
 
 
第
１
位
（
厚
生
労
働
大
臣
賞
）

 
 
小
林

 
渉
 
 
宮
城
県
工
業
高
等
学
校

 

建
築
大
工
 
 
 
 
第
２
位
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
佐
藤

 
大
輔
 
宮
城
県
立
大
崎
高
等
技
術
専
門
校

 

旋
盤
 
 
 
 
 
 
第
３
位
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
遠
藤

 
礼
門
 
宮
城
県
工
業
高
等
学
校

 

 
 
 
 

 
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
 
第
３
位
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
渡
邊

 
大
貴
 
宮
城
県
工
業
高
等
学
校

 

敢
闘
賞
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
真
壁

 
亮
 
 
宮
城
県
工
業
高
等
学
校

 

電
子
回
路
組
立
て
 
敢
闘
賞
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
佐
藤

 
大
地
 
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

 

旋
盤
 
 
 
 
 
 
技
能
五
輪
全
国
大
会
出
場
権
獲
得

 
伊
藤

 
雄
一
 
宮
城
県
工
業
高
等
学
校

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

資
料
配
付
（
１
）
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N
O

. 
概
 
 
 
要

 

２
 

 ○
富
谷
町
立
日
吉
台
小
学
校
５
年
生
の
小
幡
心
里
さ
ん
が
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
で
優
勝

 

第
１
１
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
に
宮
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
，
５
年
生
女
子
４
０
㎏
級
で
優
勝

し
た
富
谷
町
立
日
吉
台
小
学
校
の
小
幡
心
里
さ
ん
が
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
９
月
１
６
日
（
火
）

に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

 【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
１
１
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
８
月
１
７
日
（
日
）

 

会
 
場
 
岩
手
県
盛
岡
市
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

 

結
 
果
 
５
年
生
女
子
４
０
㎏
級

 
優
勝
 
（
４
８
名
出
場
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

３
 

 ○
第
６
９
回
国
民
体
育
大
会
に
参
加
す
る
県
選
手
団
が
結
団
式
を
開
催

 

第
６
９
回
国
民
体
育
大
会
に
参
加
す
る
県
選
手
団
が
９
月
２
４
日
（
水
）
に
県
庁
１
階
ロ
ビ
ー
で
結
団
式
を

開
催
し
た
。
監
督
，
選
手
を
は
じ
め
約
２
０
０
人
が
参
加
し
，
全
国
高
校
総
体
の
相
撲
個
人
で
第
３
位
に
入
っ

た
冨
栄
秀
喜
選
手
（
宮
城
県
小
牛
田
農
林
高
校
３
年
）
が
決
意
表
明
し
た
。

 

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
６
９
回
国
民
体
育
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
１
０
月
１
２
日
（
日
）
～
２
２
日
（
水
）

 

会
 
場
 
長
崎
県

 

※
昨
年
の
第
６
８
回
大
会
で
は
，
前
回
大
会
を
上
回
る
天
皇
杯
２
１
位

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
） 
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N
O

. 
概
 
 
 
要

 

４
 

 ○
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
・
日
本
製
紙
石
巻
・
七
十
七
銀
行
が
第
４
０
回
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
に
出
場
 

第
４
０
回
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
に
東
北
代
表
と
し
て
出
場
す
る
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た

め
９
月
３
０
日
（
火
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

 【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
４
０
回
記
念
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
１
１
月
１
日
（
土
）
か
ら
１
１
日
間

 

会
 
場
 
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

５
 

 ○
志
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
～
志
が
未
来
を
ひ
ら
く
講
演
会
～
を
開
催

 

児
童
生
徒
が
将
来
に
わ
た
り
自
ら
の
生
き
方
を
主
体
的
に
探
求
す
る
意
欲
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
広
く
県

民
の
皆
様
に
知
ら
せ
，
志
教
育
の
理
念
の
一
層
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
た
め
，
志
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４

～
志
が
未
来
を
ひ
ら
く
講
演
会
～
を
開
催
し
た
。

 

 【
概
 
要
】

 

日
 
時
 
平
成
２
６
年
１
０
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
１
５
分
ま
で

 

場
 
所
 
宮
城
県
庁
行
政
庁
舎
２
階
 
講
堂

 

講
 
演
 
テ
ー
マ
「
志
が
未
来
を
ひ
ら
く
」

 

講
 
師
 
比
田
井
 
和
孝
氏
（
上
田
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
副
校
長
）

 

対
 
象
 
一
般
県
民
，
教
職
員
，
教
育
関
係
者
，
保
護
者
，
児
童
生
徒

 

参
 
加
 
約
３
５
０
人

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（
担
当
：
義
務
教
育
課
）
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N
O

. 
概
 
 
 
要

 

６
 

 ○
み
や
ぎ
高
校
生
秋
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連
携
し
，
仙
台
市
交
通
局
，
宮
城
交
通
等
の
協
力
の
も
と
，
高
校
生
が
駅
や
車
内
に
お
い
て

乗
車
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

 

【
概
 
要
】

 

日
 
程
 
１
０
月
６
日
（
月
）
～
１
０
月
１
５
日
（
水
）

 

場
 
所
 
①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

 

１
０
月
 
８
日
（
水
）
７
：
３
０
～
７
：
４
０
 
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅

 
西
口
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
付
近

 

１
０
月
１
０
日
（
金
）
７
：
０
０
～
７
：
１
０
 
Ｊ
Ｒ
古
川
駅

 
駅
事
務
室
前

 

②
呼
び
か
け
運
動
（
利
用
者
へ
の
呼
び
か
け
（
構
内
放
送
，
車
内
放
送
を
含
む
）
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
）

 

１
０
月
６
日

(月
)～
９
日
（
木
）・
１
５
日
（
水
）
 
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
を
含
め
仙
台
，
県
南
地
区
の
Ｊ
Ｒ
２
３
駅

 

１
０
月
８
日
（
水
）・
１
０
日
（
金
）

 
Ｊ
Ｒ
古
川
駅
を
含
め
石
巻
・
大
崎
・
栗
原
地
区
の
Ｊ
Ｒ
１
３
駅

 

 
 
 
参
 
加
 
県
内
高
等
学
校
等
５
４
校
の
代
表
生
徒
，
み
や
ぎ
高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
連
携
団
体
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

７
 

 ○
石
巻
市
立
住
吉
中
学
校
３
年
生
の
平
塚
新
夢
さ
ん
が
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ａ
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ッ
チ
プ
レ
ー
大
会
（
ゴ
ル
フ
）
に
出
場

 

今
年
開
催
さ
れ
た
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
（
１
３
－
１
４
歳
の
部
）
で
第
７
位
と
な
り
，
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ａ

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ッ
チ
プ
レ
ー
大
会
（
ゴ
ル
フ
）
に
出
場
す
る
石
巻
市
立
住
吉
中
学
校
３
年
の
平
塚
新
夢
さ
ん
及

び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
１
０
月
１
４
日
（
火
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ａ
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ッ
チ
プ
レ
ー
大
会

 

日
 
程
 
平
成
２
６
年
１
２
月
１
１
日
（
木
）
～
１
２
月
１
６
日
（
火
）

 

会
 
場
 
ア
メ
リ
カ
 
フ
ロ
リ
ダ
州

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
） 

 



H26.3月末 H26.7月末 H26.8月末 H26.9月末 前年同月
増減

(当月－前年同月）

98.6% － － 43.0% 37.3% 5.7%

98.9% － － 45.5% 39.3% 6.2%

98.2% － － 39.7% 34.5% 5.2%

96.6% － － － － －

内訳

卒業者 19,869 20,040 20,027 20,019 19,957 62

進学希望者 14,786 14,727 14,771 14,811 14,706 105

臨時的仕事希望者 241 58 68 75 70 5

進路未定者 61 176 140 136 130 6

就職希望者 4,781 5,079 5,048 4,996 5,051 -55

県内 4,069 4,465 4,289 4,189 4,298 -109

県外 712 614 759 807 753 54

職安・学校紹介 4,041 4,262 4,178 4,109 4,163 -54

縁故・自営 371 128 171 192 230 -38

公務員 369 689 699 695 658 37

就職内定者 4,713 － ー 2,149 1,882 267

県内 4,006 － － 1,622 1,469 153

県外 707 － － 527 413 114

職安・学校紹介 3,996 － － 2,089 1,820 269

縁故・自営 352 － － 60 62 -2

公務員 365 － － 0 0 0

就職未内定者 68 － － 2,833 3,169 -336

86 － － 4,054 3,949 105

【概況】　※（　）内は前年同月
① 就職内定率 ：４３．０％（37.3%）

② 進路希望の割合状況： 進　学　７４．０％（73.7%）　 就職　２５．０％（25.3%）

② 割合状況 ： 臨時的仕事０．４％（0.4%）　 未定　　０．７％（0.7%）

③ 就職希望者の割合　 ： 県　内　８３．８％（85.1%） 県外　１６．２％（14.9%）

④ 県内外の内定率　　　： 県　内　３８．７％（34.2%)　 県外　６５．３％（54.8%）

⑤ 内定者の割合　　　　 ： 県　内　７５．５％（78.1%）　 県外　２４．５％（21.9%）

⑥ 学科別内定率　　　   

⑦地域別内定状況

⑧

全国平均

平成２７年３月高等学校卒業者の就職内定状況（９月末現在）について

内
訳

内
訳

内定率

月間受験者数

男子

女子

学科別内定率 普通科 農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 その他 総合学科

平成26年度 32.7% 39.5% 65.0% 39.1% 54.5% 45.9% 26.3% 43.7%

平成25年度 28.1% 40.2% 55.3% 37.8% 38.8% 31.6% 10.9% 34.9%

地域別内定率 仙台 大和 石巻 塩釜 古川 大河原 白石 築館 迫 気仙沼

平成26年度 43.0% 45.9% 33.5% 40.4% 44.3% 40.7% 65.7% 42.2% 45.1% 42.9%
平成25年度 37.3% 38.6% 33.9% 31.7% 36.5% 33.9% 57.4% 32.8% 37.8% 45.4%

宮城労働局発表　県内求人倍率（９月末現在）（職安学校紹介のみ，ただし支援学校・通信制含む）

２１年３月卒２２年３月卒２３年３月卒２４年３月卒２５年３月卒２６年３月卒２7年3月卒
県内求人数 4,938 2,748 2,647 3,009 5,473 6,643 8,357
県内求職者数 4,505 3,916 3,850 3,098 3,481 3,512 3,459
求人倍率 1.10 0.70 0.69 0.97 1.57 1.89 2.42

資料配付（３） 
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